
広 報
６ 

　第38回小玉川熊まつり勢子大会の一幕。本物の勢子に挑戦した
のか、何かに思いをぶつけるために叫んだのか。その心は不明で
すが、対岸のクマから大きなOKサイン。会場を大いに盛り上げて
いただきました。
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新潟山形南部連絡道路～小国道路の３ルート帯案公表される～　特集

　

平
成
６
年
に
地
域
高
規
格
道

路
の
「
計
画
路
線
」
に
指
定
さ

れ
た
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

（
以
下「
新
山
道
」と
い
う
。）は
、

現
在
、
南
陽
市
の
「
梨
郷
道
路
」

と
新
潟
県
関
川
村
の
「
鷹
ノ
巣

道
路
」
が
事
業
区
間
と
し
て
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

年
３
月
28
日
、
国
の
社
会
資
本

整
備
審
議
会
道
路
分
科
会
第
５

回
東
北
・
北
陸
地
方
合
同
小
委

員
会
が
開
催
さ
れ
、
関
川
村
金

丸
地
内
か
ら
本
町
市
街
地
ま
で

の
「
小
国
道
路
」
に
関
し
、
３

つ
の
ル
ー
ト
帯
案
（
※
１
）
が

公
表
さ
れ
ま
し
た
。
今
月
は
、

新
山
道
の
小
国
道
路
３
ル
ー
ト

帯
案
の
詳
細
と
早
期
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

～
小
国
道
路
の
３
ル
ー
ト
帯た

い
あ
ん案
公
表
さ
れ
る
～

地
域
高
規
格
道
路

※１　今後、具体的にルートを計画する範囲（１㎞幅）の案
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特集　新潟山形南部連絡道路

小
国
道
路３

ル
ー
ト
帯
案

　

３
月
28
日
に
公
表
さ
れ
た
「
小

国
道
路
」
の
ル
ー
ト
帯
案
は
、
①

天
候
や
災
害
等
に
よ
る
通
行
止
め

に
な
り
に
く
い
信
頼
性
の
高
い
道

路
。
②
通
行
車
両
及
び
市
街
地
の

歩
行
者
の
安
全
性
の
確
保
。
③
製

造
業
集
積
地
区
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

性
の
確
保
。
④
医
療
施
設
へ
の
速

達
性
向
上
と
日
常
的
に
利
用
で
き

る
信
頼
性
の
確
保
。
⑤
日
本
海
沿

岸
東
北
自
動
車
道
と
東
北
中
央
自

動
車
道
の
間
の
所
要
時
間
の
短
縮
。

の
５
つ
の
政
策
目
標
と
沿
線
住
民

の
生
活
環
境
や
自
然
環
境
な
ど
を

考
慮
し
な
が
ら
設
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
を
受
け
具
体
的
に
は
、

案
１　

市
街
地
側
ル
ー
ト
全
線
新

設
案
。
案
２　

最
短
ル
ー
ト
全
線

新
設
案
。
案
３　

市
街
地
側
ル
ー

ト
新
設
＋
現
道
改
良
案
。
の
３
つ

で
す
。

　

案
１
は
、
延
長
約
13
キ
ロ
で
、

現
在
の
国
道
１
１
３
号
と
は
別
に

①市街地側ルート全線新設案 ②最短ルート全線新設案 ③市街地側ルート新設・現道改良案

概　　　要 別線により現道課題解消と時
間短縮を図る案

別線により現道課題解消と時
間短縮を図る案

市街地部を現道改良により現
道課題を解消する案

延　　　長 約13㎞ 約11㎞ 約12㎞

サービス速度 時速60㎞または80㎞ 時速60㎞または80㎞ 時速60㎞または80㎞
（現道改良区間は時速60㎞）

整備費用（概算） 260～310億円 300～350億円 260～310億円
通行止め回避 回避可能 回避可能 現道改良区間は回避できない

市街地の安全性 交通が別線に転換し向上 交通が別線に転換し向上 現道改良により事故軽減
製造業アクセス性 優れる 変化なし 向上する
移動信頼・速達性 向上する 変化なし 向上する

市街地の利便性 やや優れる 劣る 優れる

３月28日に公表された「小国道路」の３ルート帯案

▼小国道路３ルート帯案概要と評価内容
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新潟山形南部連絡道路　特集

山形河川国道事務所
和 田  賢 哉  事務所長

全
体
の
整
備
状
況
と
し
て
は
約
４

割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
調
査
設
計
や
梨
郷

地
区
な
ど
の
改
良
工
事
、
橋
梁
工

事
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

国
道
１
１
３
号
は
、
太
平
洋
側

と
日
本
海
側
を
結
ぶ
広
域
的
な
幹

線
道
路
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
大
半
が
特
別
豪

雪
地
帯
に
位
置
し
、
災
害
や
交
通

事
故
に
よ
る
通
行
止
め
が
発
生
す

る
な
ど
、
主
要
幹
線
道
路
と
し
て

機
能
低
下
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
天
候

や
交
通
事
故
等
の
通
行
止
め
の
影

響
が
な
い
『
信
頼
性
の
高
い
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
』
の
確
保
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

山
形
県
と
宮
城
県
、
山
形
県
と

福
島
県
を
結
ぶ
道
路
と
同
様
に
小

国
道
路
は
山
形
県
と
新
潟
県
を
結

ぶ
重
要
な
道
路
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

３
月
に
公
表
さ
れ
た
小
国
道
路

の
ル
ー
ト
帯
案
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
地
域
住
民
や
企
業
な
ど
か
ら

の
意
見
を
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
調

査
し
な
が
ら
、
地
域
に
望
ま
れ
る

形
で
計
画
を
具
体
化
し
て
い
き
た

今
後
の
新
潟
山
形
南
部

連
絡
道
路
の
整
備

　

公
表
さ
れ
た
小
国
道
路
ル
ー
ト

帯
案
や
現
在
整
備
が
進
め
ら
れ
て

い
る
梨
郷
道
路
と
鷹
ノ
巣
道
路
の

整
備
状
況
な
ど
に
つ
い
て
、
管
轄

す
る
山
形
河
川
国
道
事
務
所
と
羽

越
河
川
国
道
事
務
所
の
事
務
所
長

に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局

山
形
河
川
国
道
事
務
所
の
和
田
賢

哉
事
務
所
長
は
次
の
よ
う
に
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
梨
郷
道
路
は
、
平
成
21
年
度
に

事
業
着
手
し
、
平
成
29
年
３
月
末

時
点
で
用
地
取
得
が
ほ
ぼ
完
了
し
、

新
た
な
道
路
を
全
線
整
備
し
、
事

故
の
減
少
や
物
流
ル
ー
ト
確
保
な

ど
の
現
在
の
課
題
解
消
と
時
間
短

縮
を
図
る
も
の
で
す
。
こ
の
案
は
、

市
街
地
近
隣
を
通
過
す
る
た
め
、

製
造
業
拠
点
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
性

に
最
も
優
れ
、
市
街
地
か
ら
の
利

便
性
に
も
優
れ
た
ル
ー
ト
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

案
２
は
、
延
長
約
11
キ
ロ
で
、

案
１
と
同
様
の
目
的
で
、
新
た
な

道
路
を
全
線
新
設
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
案
は
、
小
国
道
路
の
対
象
区

間
を
可
能
な
限
り
最
短
で
結
び
、

市
街
地
南
側
の
山
間
部
を
経
由
し

松
岡
地
内
に
抜
け
る
も
の
で
、
観

光
交
通
等
の
域
外
交
通
の
速
達
性

に
最
も
優
れ
た
ル
ー
ト
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

案
３
は
、
横
川
と
荒
川
の
合
流

付
近
ま
で
新
た
な
道
路
を
整
備
し
、

市
街
地
に
つ
い
て
は
現
在
の
国
道

１
１
３
号
を
改
良
整
備
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
案
は
、
市
街
地
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
性
に
最
も
優
れ
、
製

造
業
拠
点
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
も

向
上
す
る
一
方
、
現
在
の
国
道

１
１
３
号
道
路
幅
員
の
拡
幅
等
を

行
う
た
め
支
障
と
な
る
家
屋
が
多

い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
る
ル
ー
ト

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
費
用
と
し
て
、

案
１
・
３
が
２
６
０
～
３
１
０
億

円
、
案
２
が
３
０
０
～
３
５
０
億

円
と
概
算
で
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
梨
郷
道
路
（
川
西
町
大
塚
地
内
）
◀
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特集　新潟山形南部連絡道路

羽越河川国道事務所
松 平  信 治  事務所長

い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

　

ま
た
、
国
土
交
通
省
北
陸
地
方

整
備
局
羽
越
河
川
国
道
事
務
所
の

松
平
信
治
事
務
所
長
は
次
の
よ
う

に
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
「
国
道
１
１
３
号
と
新
潟
山
形
南

部
連
絡
道
路
は
、
沿
線
住
民
の
命

や
生
活
を
守
る
道
で
あ
る
こ
と
は

も
ち
ろ
ん
、
国
土
の
骨
格
と
な
る

道
路
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
新

潟
県
側
の
整
備
状
況
は
、
平
成
21

年
に
荒
川
道
路
が
開
通
し
、
現
在

は
延
長
５
・
０
キ
ロ
の
鷹
ノ
巣
道
路

を
整
備
中
で
す
。

　

鷹
ノ
巣
道
路
は
平
成
29
年
３
月

末
時
点
で
、
用
地
取
得
が
す
べ
て

完
了
し
、
事
業
進
捗
と
し
て
は
34

パ
ー
セ
ン
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
鷹
ノ
巣
道
路
の
工
事

概
要
と
し
て
は
、
鷹
ノ
巣
道
路
の

起
点
と
な
る
下
川
口
地
区
や
大
内

渕
・
沼
地
区
の
改
良
工
事
や
大
内

渕
地
内
の
Ｊ
Ｒ
米
坂
線
を
越
え
る

橋
梁
工
事
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
工
事
の
様
子
が
な
か

な
か
目
に
つ
か
な
い
場
所
が
多
か

っ
た
で
す
が
、
下
川
口
地
区
の
工

事
は
国
道
脇
と
な
り
ま
す
の
で
、

整
備
の
様
子
を
見
て
も
ら
え
る
よ

新
潟
山
形
南
部
連
絡

道
路
の
歩
み

　

新
山
道
は
、
平
成
６
年
12
月
に

地
域
高
規
格
道
路
の
「
計
画
路
線
」

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
村
上
市
の
３
・
６
キ
ロ
の
区
間
で

あ
る
荒
川
道
路
と
南
陽
市
の
７
・
２

キ
ロ
の
区
間
で
あ
る
赤
湯
バ
イ
パ

ス
が
、
と
も
に
平
成
21
年
３
月
に

全
線
供
用
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
関
川
村
の
５
・
０
キ
ロ
の

区
間
で
あ
る
鷹
ノ
巣
道
路
は
、
平

成
９
年
度
か
ら
、
南
陽
市
か
ら
長

井
市
ま
で
の
７
・
２
キ
ロ
の
区
間
で

あ
る
梨
郷
道
路
は
、
平
成
21
年
度

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
事
業
区
間
と
し
て

新潟山形南部連絡道路のこれまでの整備状況等

う
に
な
り
、
整
備
が
進
ん
で
い
る

こ
と
を
少
し
で
も
認
識
し
て
も
ら

え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

小
国
道
路
は
、
新
潟
県
と
山
形

県
の
県
境
と
な
り
ま
す
の
で
、
山

形
河
川
国
道
事
務
所
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
調
査
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。」

整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

関
川
村
金
丸
地
内
か
ら
本
町
市

街
地
ま
で
の
約
12
キ
ロ
の
区
間
で

あ
る
小
国
道
路
は
、
平
成
11
年
12

月
に
「
調
査
区
間
」
に
指
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
27
年
３

月
に
は
、「
計
画
段
階
評
価
」
に
着

手
し
、
平
成
27
年
度
に
地
域
や
道

路
に
係
る
課
題
や
求
め
ら
れ
る
道

路
機
能
な
ど
に
関
す
る
住
民
・
企

業
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
が
実
施
さ

れ
、
そ
の
結
果
が
ル
ー
ト
帯
案
の

設
定
に
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

▶
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
鷹
ノ
巣
道
路
（
関
川
村
大
内
渕
地
内
）
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新潟山形南部連絡道路　特集

も
に
地
域
内
外
に
全
線
の
早
期
実

現
に
か
け
る
思
い
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
た
め
、
２
年
に
１
度
、
住
民
大

会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
町
で
は

平
成
19
年
度
と
25
年
度
に
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

住
民
大
会
は
、
国
や
県
の
関
係

者
や
沿
線
住
民
な
ど
が
参
加
し
、

基
調
講
演
や
意
見
発
表
、
新
山
道

の
早
期
完
成
と
財
源
確
保
な
ど
に

向
け
た
運
動
の
展
開
を
盛
り
込
ん

だ
大
会
宣
言
な
ど
が
行
わ
れ
て
お

り
、
今
年
度
は
山
形
県
長
井
市
を

会
場
に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

５
月
24
日
に
長
井
市
タ
ス
パ
ー

ク
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
た
総
会
で

は
、
平
成
29
年
度
の
事
業
計
画
や

予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
承
認
を
さ

れ
た
ほ
か
、
新
山
道
の
整
備
を
推

進
す
る
た
め
、
①
鷹
ノ
巣
道
路
の

事
業
促
進
。
②
梨
郷
道
路
の
事
業

促
進
。
③
小
国
道
路
の
早
期
事
業

化
。
④
関
川
村
片
貝
か
ら
金
丸
間

の
早
期
事
業
化
。
⑤
飯
豊
町
手
ノ

子
地
内
の
早
期
事
業
化
。
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
整
備
促
進
決
議
が
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
決
議
で
は
「
道
路
整
備

事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別

措
置
に
関
す
る
法
律
」
で
規
定
す

る
国
道
や
都
道
府
県
道
整
備
の
補

助
率
等
の
か
さ
上
げ
措
置
が
平
成

29
年
度
末
ま
で
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
度
以
降
も
継
続
が
図
ら

れ
る
よ
う
求
め
る
内
容
も
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

「
関
川
‐
小
国
間
」

早
期
実
現
推
進
協
力
会

　

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、
国

道
１
１
３
号
は
人
命
救
助
や
救
援

物
資
補
給
の
道
路
と
し
て
の
役
割

を
果
た
し
、
多
く
の
車
両
が
行
き

交
い
、
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
を

結
ぶ
重
要
な
ル
ー
ト
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
認
識
さ
れ
ま
し
た
。
こ

う
し
た
中
、
新
山
道
の
早
期
実
現

に
向
け
て
町
内
企
業
な
ど
35
団
体

が
加
盟
す
る
「
新
潟
山
形
南
部
連

絡
道
路
『
関
川
‐
小
国
間
』
早
期

実
現
推
進
協
力
会
（
以
下
「
協
力

会
））」
が
平
成
26
年
12
月
に
設
立

さ
れ
ま
し
た
。

　

協
力
会
で
は
、
民
間
企
業
・
団

　

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
の
早

期
実
現
に
向
け
て
、
沿
線
の
自
治

体
を
は
じ
め
、
住
民
が
主
体
と
な

っ
た
組
織
が
立
ち
上
が
り
、
こ
れ

ま
で
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
き

て
い
ま
す
。

新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路

建
設
促
進
期
成
同
盟
会

　

新
山
道
の
早
期
実
現
を
目
指
し
、

置
賜
３
市
５
町
と
新
潟
県
下
越
地

域
３
市
１
町
２
村
の
沿
線
14
の
自

治
体
と
議
会
、
商
工
団
体
等
に
よ

っ
て
、
平
成
５
年
に
「
新
潟
山
形

南
部
連
絡
道
路
建
設
促
進
期
成
同

盟
会
（
会
長
小
国
町
長
・
以
下
「
同

盟
会
」
と
い
う
。）」
が
設
立
さ
ま

し
た
。

　

同
盟
会
で
は
、
国
や
県
な
ど
の

関
係
機
関
に
対
し
て
新
山
道
の
早

期
実
現
に
向
け
た
要
望
活
動
を
展

開
し
て
い
る
ほ
か
、
新
山
道
の
重

要
性
、
必
要
性
を
再
認
識
し
、
地

域
住
民
の
意
識
高
揚
を
促
す
と
と

早
期
実
現
に
向
け
た

活
動
の
展
開

平成29年度新潟山形南部連絡道路建設促進期成同盟会総会の様子
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特集　新潟山形南部連絡道路

新
潟
山
形
南
部
連
絡

道
路
の
早
期
実
現
を

　

国
道
１
１
３
号
は
、
日
本
海
側

と
太
平
洋
側
を
結
び
多
様
な
交
流
、

産
業
経
済
の
発
展
、
そ
し
て
人
の

命
を
つ
な
ぐ
重
要
な
路
線
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
災
害
発
生
の
危
険
性

や
冬
季
間
の
道
路
機
能
低
下
、
一

部
区
間
に
迂
回
路
が
な
い
な
ど
多

く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
途
切

れ
な
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形

成
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
同
盟
会
構
成
自
治
体

や
協
力
会
、
さ
ら
に
関
係
機
関
・

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
今

後
と
も
小
国
道
路
を
は
じ
め
新
山

道
全
線
の
早
期
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

㈲白い森よこね物産品直売所
代表取締役　加藤　功　氏

体
の
視
点
か
ら
新
山
道
の
必
要
性

や
効
果
に
つ
い
て
、
国
や
県
な
ど

の
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
同

盟
会
な
ど
と
連
携
し
て
展
開
し
て

い
ま
す
。

　

協
力
会
の
会
長
を
務
め
る
㈲
白

い
森
よ
こ
ね
物
産
品
直
売
所
代
表

取
締
役
の
加
藤
功
さ
ん
は
「
平
成

26
年
３
月
に
『
小
国
道
路
』
が
計

画
段
階
評
価
を
進
め
る
た
め
の
調

査
路
線
に
指
定
さ
れ
、
大
き
く
前

進
し
た
こ
と
を
受
け
、
早
期
実
現

に
向
け
て
さ
ら
に
強
力
に
働
き
か

け
る
た
め
、
民
間
企
業
等
を
中
心

に
本
会
が
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　

本
年
２
月
に
は
町
、
町
議
会
と

一
緒
に
中
央
省
庁
に
陳
情
に
伺
い

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
民
間
に
よ

る
陳
情
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
な
か

っ
た
と
い
っ
た
話
や
、
整
備
を
進

め
る
う
え
で
民
間
の
協
力
が
大
事

だ
と
い
う
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
本
町
に
所
在
す
る
ク
ア
ー

ズ
テ
ッ
ク
㈱
や
日
本
重
化
学
工
業

㈱
な
ど
が
製
造
す
る
製
品
の
こ
と

や
、
そ
う
し
た
企
業
が
立
地
し
て

い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
昨
年
関
川
村
に
設
立

さ
れ
た
同
じ
民
間
組
織
や
同
盟
会

な
ど
と
さ
ら
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
小
国
道
路
の
早
期
実
現
に
向

け
て
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
力
会
の
副
会
長
を
務

め
る
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
㈱
小
国
事

業
所
長
の
木
村
総
樹
（
ふ
さ
き
）

さ
ん
は
「
国
道
１
１
３
号
は
、
山

間
部
を
通
り
、
カ
ー
ブ
や
急
な
坂

道
な
ど
が
多
く
、
交
通
事
故
や
自

然
災
害
に
よ
る
通
行
止
め
が
た
び

た
び
発
生
し
ま
す
。
品
質
や
コ
ス

ト
は
自
社
努
力
に
よ
っ
て
解
決
で

き
ま
す
が
、
物
流
の
要
で
あ
る
道

路
の
整
備
は
一
企
業
で
は
解
決
で

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
小
国
事
業
所

全
体
の
約
30
パ
ー
セ
ン
ト
の
従
業

員
が
国
道
を
利
用
し
て
お
り
、
国

道
が
通
行
止
め
に
な
る
と
生
産
に

も
影
響
が
出
る
た
め
、
高
規
格
道

路
の
開
通
に
よ
り
リ
ス
ク
回
避
が

で
き
、
本
事
業
所
の
安
定
的
な
操

業
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
私
た
ち

は
『
素
晴
ら
し
さ
を
も
っ
と
実
感

で
き
る
世
界
に
』
と
い
う
ビ
ジ
ョ

ン
の
も
と
、
広
く
地
域
社
会
の
発

展
に
貢
献
す
る
た
め
、
今
後
も
新

山
道
早
期
実
現
に
向
け
た
活
動
に

積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。」
と
話
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

今年２月財務省への要望活動

広報おぐに　2017.6
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～第38回小玉川熊まつり～
勇壮な姿に会場から大きな歓声

～雑穀ファンクラブ種まき～
実りの秋に期待して

～小国高校短期留学報告会～
アメリカを肌で感じて

　こだわり農業研究会雑穀ファンクラブ
（松原寅四郎会長）と渡部農園（渡部茂雄
代表）によるタカキビの種まきが、５月12
日に西地区で行われました。
　会員24人が参加して行われ、実りの秋に
期待をしながら心を込めて、粒の小さい種
をひと粒ひと粒丁寧にまいていました。

　県立小国高等学校（柿﨑悦子校長）のア
メリカ短期留学報告会が、５月16日に役場
大会議室で行われました。
　安達龍輝くん、笠原一希くん、清野恭平
くんの３人が、３月11日から25日までの２
週間、ホームステイをしながらコロラド州
デンバーのイースト高校に通い、授業を体
験してきました。報告会では、現地での活
動を写真を使って振り返り、日本との違い
や学んだことなどを発表しました。

　熊の霊を鎮め、山の神に猟の無事と恵
みを感謝する小玉川熊まつりが、５月４
日、国民宿舎飯豊梅花皮荘脇で開催さ
れ、県内外から約3,500人のかたが訪れ
ました。神事や熊狩りの模擬実演のほ
か、来場者が大声で熊を追いこむ勢子に
扮する「勢子大会」が行われ、子どもか
ら大人まで「ホーリィヤー」や「熊まつ
り最高」など思い思いの掛け声で会場を
盛り上げていました。
　昨年復活した熊汁は約500杯の数量限
定で販売され、名物を味わおうと多く
の来場者が列を作って買い求めていまし
た。
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　小国町に来てもうすぐ２カ月が経ちます。来た頃はとても寒く
て朝晩は凍えていましたが、最近は暖かくなってきてやっと春が
来たと感じています。残雪の白、桜のピンク、ブナの新緑、快晴
の空の青からなる景色はとても素晴らしくて感動しました。
　これまでの活動では、猟師さんに熊撃ちに連れて行ってもらっ
たり、農家さんのお手伝いをしたりと様々なことを経験させても
らっています。これからは、山菜採りや田植えのお手伝いができ
ることをとても楽しみにしています。自然に触れあいながら生活
するのは幸せです！すでに小国町が大好きになりました！
　充実した毎日を過ごせているのも、地域の皆さんの優しさが
あってこそだと思っています。小国町の人はとにかく優しいで
す！その優しさに甘えすぎて自炊を疎かにしていましたが、最近
山菜料理を作ってみました。ウド、ワラビ、タラノメ、コシアブラ、
シオデ。初めて聞く名前もあり、どれが山菜なのかを教えてもら
いながら自分の手で採りました。天ぷらやおひたしにすると、と
てもおいしくて、自然を感じることができました。
　来年の３月まで協力隊として精一杯がんばりますので、よろし
くお願いします！

「小国町に感動！」

～春の道路一斉清掃～
ゴミのないきれいな町に

～第28回おぐに石楠花まつり～
多くの人で賑わう

　春の道路一斉清掃が、４月29日に町
内各所で行われました。平成４年のべに
ばな国体をきっかけに始まり毎年開催さ
れており、今年で25回目を迎えました。
　当日は、早朝から子どもからお年寄り
まで多くの住民が参加し、道路脇に捨て
られたプラスティックや空き缶などのゴ
ミをひとつひとつ拾っていました。

　第28回おぐに石楠花まつりが、５月
３日から７日までの５日間、道の駅白い
森おぐに特設会場で開催され、県内外か
ら約7,000人が来場しました。
　会場には、町内の愛好家のかたがたが
丹精を込めて育て上げた石楠花約200鉢
が展示されました。
　また、受付ブースでは白い森オリジナ
ルロゴバック製作体験も行われ、約120
人のかたに作成いただきました。

緑のふるさと協力隊

山
や ま な か

中 　 那
な

 智
ち
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国
道
１
１
３
号
は
、
河
川
と
接
近
す

る
大
石
か
ら
松
岡
の
間
や
、
河
川
の
幅

が
狭
く
な
る
赤
芝
か
ら
玉
川
口
の
間
で

は
大
き
な
被
害
を
受
け
、
荒
川
に
掛
け

ら
れ
た
赤
芝
橋
と
中
の
橋
の
２
橋
は
完

全
に
流
失
し
て
し
ま
っ
た
。
国
道
の
寸

断
に
よ
り
小
国
町
は
「
陸
の
孤
島
」
と

化
し
て
し
ま
っ
た
。

　

羽
越
水
害
に
よ
る
道
路
、
橋
梁
、
河

川
、
砂
防
施
設
被
害
は
８
５
３
カ
所
、

20
億
５
７
１
０
万
円
に
上
っ
た
。

　

本
町
の
大
動
脈
で
あ
る
国
道
の
早
期

復
旧
を
基
本
的
な
考
え
と
し
て
作
業
が

進
め
ら
れ
、
飯
豊
町
側
が
昭
和
42
年
９

月
９
日
に
、
新
潟
県
側
が
10
月
29
日
に

開
通
し
、
羽
越
水
害
か
ら
約
２
カ
月
後

に
全
線
復
旧
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
、
住
民
が
一
丸
と
な
っ
た
復

旧
へ
の
取
り
組
み
や
当
時
の
建
設
省
、

自
衛
隊
な
ど
関
係
者
が
昼
夜
を
問
わ
ず

作
業
に
あ
た
っ
た
賜
物
で
あ
る
。



▲赤芝橋が流失した状況を確認する当時の今周一郎町長

▲赤芝発電所左岸側が決壊した

▲土砂が流出した光岳寺前

▶
濁
流
に
飲
み
込
ま
れ
た
橋
梁
な
ど
が
散
乱
す
る
荒
川
と
玉
川
の
合
流
地
点



平成29年度春の叙勲・褒章受章者平成29年度春の叙勲・褒章受章者

樋
口  

清 

さ
ん

瑞
宝
単
光
章
を
受
章

今  

謙
悦 

さ
ん

藍
綬
褒
章
を
受
章

加
藤  

美
惠
子 

さ
ん

藍
綬
褒
章
を
受
章

小
池  

克
敏 

さ
ん

旭
日
双
光
章
を
受
章

　

元
小
国
町
消
防
団
分
団
長
の
樋

口
清
さ
ん
（
沼
沢
）
が
、
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

樋
口
さ
ん
は
、
昭
和
49
年
８
月

か
ら
平
成
20
年
３
月
ま
で
の
永
き

に
わ
た
り
、
消
防
団
員
と
し
て
多

く
の
災
害
現
場
で
活
動
さ
れ
ま
し

た
。
平
成
15
年
４
月
か
ら
は
分
団

長
と
し
て
、
団
員
の
指
導
育
成
や

地
域
住
民
の
火
災
予
防
意
識
の
高

　

元
山
形
県
議
会
議
員
の
小
池
克

敏
さ
ん
（
白
子
沢
）
が
、
旭
日
双

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
池
さ
ん
は
、
平
成
15
年
か
ら

平
成
27
年
ま
で
３
期
12
年
の
永
き

に
わ
た
り
、
活
発
な
行
動
力
と
卓

越
し
た
見
識
を
持
っ
て
地
方
自
治

の
振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
在
職
中
、
予
算
特
別
委
員
会

や
建
設
常
任
委
員
会
、
少
子
・
高

齢
化
対
策
特
別
委
員
会
な
ど
の
委

員
長
の
要
職
を
務
め
ら
れ
、
県
政

発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

統
計
調
査
員
の
今
謙
悦
さ
ん

（
尻
無
沢
）
が
、
藍
綬
褒
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
さ
ん
は
、
昭
和
36
年
か
ら
30

年
以
上
の
永
き
に
わ
た
り
農
林
業

セ
ン
サ
ス
、
山
形
県
農
業
基
本
調

査
に
従
事
し
た
ほ
か
、
昭
和
40
年

か
ら
平
成
27
年
ま
で
11
回
に
わ
た

り
国
勢
調
査
員
と
し
て
従
事
し
、

統
計
思
想
の
啓
蒙
普
及
に
積
極
的

　

保
護
司
の
加
藤
美
惠
子
さ
ん

（
小
国
小
坂
町
）
が
、
藍
綬
褒
章

を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
平
成
元
年
か
ら

現
在
ま
で
の
永
き
に
わ
た
り
、
社

会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
罪
を
犯

し
た
者
の
更
生
を
助
け
る
と
と
も

に
、
犯
罪
予
防
活
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年

か
ら
は
、
西
置
賜
地
区
保
護
司
会

副
会
長
と
し
て
西
置
賜
地
域
全
体

の
地
域
社
会
の
浄
化
並
び
に
公
共

の
福
祉
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
統
計
調

査
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

揚
と
啓
発
な
ど
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
れ
ま
し
た
。
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５
月
１
日
、
野
口
達
光
さ
ん
に
町

長
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
辞
令

を
交
付
し
ま
し
た
。

　

野
口
さ
ん
は
、
昨
年
度
本
町
で
緑

の
ふ
る
さ
と
協
力
隊
と
し
て
農
作
業

や
地
域
行
事
の
手
伝
い
な
ど
の
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
北
部

地
区
振
興
事
務
所
（
旧
あ
さ
ひ
保
育

園
）
を
拠
点
に
地
域
づ
く
り
活
動
の

企
画
・
運
営
や
地
域
の
情
報
発
信
、

北
部
地
区
振
興
協
議
会
の
運
営
支
援

な
ど
北
部
地
域
の
活
性
化
に
関
わ
る

業
務
を
行
い
ま
す
。

　

野
口
さ
ん
は
「
昨
年
と
活
動
内
容

が
少
し
異
な
り
ま
す
が
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
一
緒
に
小
国
町
の
魅
力
の
発

信
と
課
題
解
決
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
で
す
」
と
意
気
込
み
を
話
し
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

■
名
前　

野
口　

達
光

■
年
齢　

26
歳

■
出
身
地　

埼
玉
県
東
松
山
市

■
活
動
地
域　

北
部
地
区

入札結果情報（平成29年４月21日～平成29年５月20日実施）

入札日 工　事　名 施行場所 工期（完了） 予定価格 落札業者 落札価格

H29.4.24 平成29年度放射線科システム更新 あけぼの H29.6.30 16,800,000 ㈱東北メディサ 15,299,000

H29.5.10 平成29年度町道区画線補修工事 町道指定路線 H29.6.23 2,610,000 ㈱トウショー 2,200,000

単位（円）

※入札結果情報の金額は消費税及び地方消費税を含みません。

　

元
民
生
委
員
児
童
委
員
の
加
藤

忠
さ
ん
（
東
原
）
が
、
厚
生
労
働

大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。

　

加
藤
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か
ら

昨
年
ま
で
15
年
に
わ
た
り
民
生
委

員
児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉
の

増
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
平
成

25
年
12
月
か
ら
は
、
小
国
町
民
生

委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
と
し

て
、
協
議
会
発
展
の
た
め
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
、
長
井
・
西
置

賜
地
方
民
児
協
連
絡
会
の
理
事
と

し
て
本
町
の
み
な
ら
ず
、
長
井
・

西
置
賜
地
域
に
お
い
て
も
率
先
し

活
動
さ
れ
ま
し
た
。

加
藤  

忠
さ
ん　

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
受
賞

地域おこし協力隊　野
の ぐ ち

口   達
たつひこ

光 さん　着任

　

株
式
会
社
髙
橋
工
務
店
（
髙
橋

恭
史
代
表
取
締
役
社
長
）
か
ら
、

幼
児
体
力
づ
く
り
用
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

か
た
づ
け
か
ん
た
ん
プ
ー
ル
１

基
、
運
動
あ
そ
び
ロ
ー
プ
１
基
、

バ
ッ
ク
ウ
ェ
イ
ト
ハ
ー
ド
ル
３
基

を
、
５
月
22
日
に
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
山
形
銀
行
の

夢
み
ら
い
応
援
私
募
債
の
発
行
に

際
し
、手
数
料
優
遇
分
を
活
用
し
、

本
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち

の
育
成
の
た
め
に
と
寄
贈
い
た
だ

い
た
も
の
で
す
。

　

寄
贈
い
た
だ
い
た
各
用
品
に
つ

い
て
は
、
今
後
町
内
保
育
園
で
活

用
し
て
い
き
ま
す
。

13

広報おぐに　2017.6



介護職なかま創出事業
　急速な高齢化の進展に伴い、多様な介護需要に対応するため、担い手と
なる介護人材を育成することが求められています。そのため町では、町内
介護事業所や地域、家庭において高齢者を支える介護職員等を養成するた
め、本年度町内において介護職員初任者研修を開講します。また、民間事
業者の研修を修了したかたに対する助成金の交付も引き続き行います。

～介護職員初任者研修～
■期　　間　７月24日㈪～平成30年２月22日㈭
　　　　　　（全46日、講義・実習130時間）
■定　　員　10人
■対　象　者　研修日程を全て受講できる小国町在住の高校生以上のかた
※定員に満たない場合は、小国町内で介護業務に従事することを希望する他市町
村在住のかたも対象とします。

■受　講　料　20,000円（テキスト代・保険料は除く）
※申請日に小国高校に在籍しているかた、平成29年４月１日から７月10日までに
小国町に転入されたかた（本人または家族の転勤、自らの就学のために転入され
たかたは除く）は受講料及びテキスト代無料

■開催場所　町内介護施設、健康管理センター、老人福祉センター
■募集期間　６月１日㈭～７月10日㈪
■申込方法　申込用紙に必要事項を記入のうえ、受講料、テキスト代、保険料
　　　　　　を添えて小国町社会福祉協議会に申込みください。
■そ　の　他　詳しくは町ホームページをご覧いただくか、町社会福祉協議会にお
　　　　　　問い合わせください。
■問　合　先　小国町社会福祉協議会（☎62－2825）へ

～介護資格取得支援～
■助成対象
①小国町に住所を有し、現在も居住しているかた
②�平成29年４月１日から平成30年３月31日までに同研修課程を修了されたかた　
（小国町社会福祉協議会が開講する介護職員初任者研修を修了されたかたを除く）

■助成額
①介護職員初任者研修課程を修了されたかた
　・小国高校生または平成29年度中に転入されたかた　受講料全額（上限150,000円）
　・上記以外のかた　受講料の２分の１（上限80,000円）
②介護福祉士実務者研修課程を修了されたかた　受講料の２分の１（上限100,000円）
■申請方法　研修課程修了後、健康福祉課に申請してください
■必要書類　受講修了証の写し、受講料領収書の写し、印かん、振込先口座番号を
　　　　　　確認できるもの
■問　合　先　健康福祉課（☎61－1000）へ

広報おぐに　2017.6
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臨時福祉給付金
（経済対策分）について

　臨時福祉給付金（経済対策分）の受付を
行っております。対象と思われるかたには
申請書を送付していますので、期限まで申
請してください。
　支給対象は、平成28年１月１日現在、小
国町に住所があり、平成28年度分の町民税・
県民税が非課税のかた。ただし、対象者本
人が非課税であっても、町民税・県民税が
課税されているかたに扶養されている場合
や生活保護を受給されている場合は対象と
なりません。

■支　給　額　１人　１万５千円
■受付場所　小国町健康管理センター
■申請期限　平成29年７月10日㈪
■持参するもの
　�申請書、印かん、支給対象者の確認書類
の写し（運転免許証、パスポート、保険
証など）、振込先を確認できるものの写
し（通帳など）、町外のかたに扶養され
ている場合は扶養者の「非課税通知」

■問　合　先　健康福祉課（☎61-1000）へ

小国町ふるさと同窓会補助金
　移住促進と定住人口の増加、地域活性化を図るため、町内で開催される同窓会を支
援します。小国で過ごした日々を思い出し、両親や仕事、生活のことなどを大いに語
り合いながら、ふるさとの良さを見つめ直していただく機会にしてください。

■対　　象　町内で開催される町内小中高校卒業生の同窓会（平成30年１月31日
　　　　　　までに開催するもの。新成人の場合、成人式前後を除く。）
■要　　件　10人以上参加（うち町外者５人以上）
　　　　　　※同学年での開催とします。複数校の合同開催でも構いません。
■条　　件　移住交流等資料の配布、アンケートへの協力等
■補助金額　町内在住者１人につき1,000円・町外在住者１人につき2,000円、
　　　　　　交付上限50,000円（同一団体は年１回限り）
■申請方法　町ホームページから申請書をダウンロードし、同窓会開催14日前まで
　　　　　　に申請。産業振興課でも申請様式を配布いたします。
■そ　の　他　補助金の支払いは、補助金額確定後に口座へ振り込みます。
　　　　　　概算払いは行いませんので、一時的に立替払いが生じます。
■申請・問合先　産業振興課（☎62-2416）へ

白い森の国 ＂ふるさとおぐに ”

フォトコンテスト作品募集
　山岳、渓谷、動物、地域行事、郷
土芸能など、小国町の魅力を伝える
写真を募集しています。皆さんの応
募お待ちしています。

■応募締切　平成30年１月31日㈬
　　　　　　※当日消印有効
■賞　金　等
　一般の部
　　最優秀賞（１点）　10万円
　　優　秀　賞（２点）　５万円
　　入　　選（３点）　１万５千円
　　佳　　作（10点）　賞品
　町民の部
　　優　秀　賞（２点）　１万５千円
■ 作品規格　カラープリントで四ツ切
判、四ツ切ワイド判、A４サイズ

■ そ　の　他　詳細は町ホームページを
ご覧ください。

■問　合　先　産業振興課観光交流担当
　　　　　　（☎62-2416）へ
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ご
案
内

募
集

税
務
職
員
（
高
卒
程
度
）

採
用
試
験

　

仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
財
政
を
支
え
る
税
務
職
員

に
、
あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

■
受
験
資
格

①
高
校
卒
業
見
込
み
の
か
た
及
び

高
校
卒
業
後
３
年
を
経
過
し
て

い
な
い
か
た

②
人
事
院
が
①
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
か
た

■
受
付
期
間　

　

６
月
19
日
㈪
～
28
日
㈬

■
申
込
方
法

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
と

し
ま
す
。な
お
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
申
し
込
め
な
い
場
合
は
、

受
付
期
間
中
に
仙
台
国
税
局
ま

た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

山
形
県
立
米
沢
養
護
学
校
長
井
校

「
学
校
見
学
会
」

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

《
町
営
住
宅
小
坂
町
団
地
》

　

３
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
２
階
）

■
家
賃　

　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
そ
の
他　

所
得
制
限
あ
り

《
あ
け
ぼ
の
高
齢
者
団
地
》

　

１
Ｌ
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

■
家
賃　

　

所
得
と
家
族
構
成
に
よ
る

■
対
象

▽
世
帯
所
得
が
21
万
４
千
円
以
下

で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
か
た

▽
60
歳
以
上
の
か
た
で
自
立
し
た

生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
同

居
の
場
合
は
同
居
す
る
か
た
が

配
偶
者
ま
た
は
60
歳
以
上
の
親

族
で
あ
る
こ
と

■
第
１
次
試
験
日　

９
月
３
日
㈰

■
問
合
先

　

仙
台
国
税
局

　
（
☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１
）

　

ま
た
は
人
事
院
東
北
事
務
局

　
（
☎
０
２
２
‐
２
２
１
‐
２
０
２
２
）

へ

《
小
坂
町
勤
労
者
住
宅
》

　

２
Ｄ
Ｋ　

１
戸
（
１
階
）

　

２
Ｋ　
　

１
戸
（
３
階
）

■
家
賃　

３
８
０
０
０
円（
２
Ｄ
Ｋ
）

　
　
　
　

３
３
０
０
０
円（
２
Ｋ
）

■
対
象　

　

町
内
事
業
所
に
お
勤
め
の
か
た

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

６
月
12
日
㈪

■
入
居
時
期　

６
月
下
旬
以
降

■
問
合
先　

　

地
域
整
備
課
建
設
管
理
室

　
（
☎
62
‐
２
４
３
１
）
へ

■
日
時　

７
月
６
日
㈭

　
　
　
　

９
時
40
分
～
11
時
20
分

■
場
所　

米
沢
養
護
学
校
長
井
校

（
長
井
市
立
豊
田
小
学
校
内
）

■
対
象

　

長
井
校
に
興
味
の
あ
る
保
護

者
、
保
育
園
・
幼
稚
園
・
小
学

校
・
中
学
校
関
係
者
、
福
祉
関

係
者
な
ど

■
申
込
期
限　

６
月
29
日
㈭

■
申
込
・
問
合
先

　

米
沢
養
護
学
校
長
井
校
（
☎

０
２
３
８
‐
88
‐
５
２
７
７
）
へ

小
国
町
消
防
演
習

■
日
時　

６
月
４
日
㈰

■
場
所
・
時
間
・
内
容

・
第
１
会
場　

町
民
広
場

　

午
前
９
時
～
各
種
訓
練
、
す
み

れ
保
育
園
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
等

・
第
２
会
場　

ア
ス
モ
西
側
周
辺

　

午
前
10
時
20
分
～
火
災
防
御
訓

練
、
救
助
訓
練

・
第
３
会
場　

ア
ス
モ
東
側
周
辺

　

午
前
10
時
50
分
～
分
列
行
進

・
第
４
会
場　

町
民
広
場

　

午
前
11
時
20
分
～
講
評
、
表
彰
式

※
消
防
団
の
日
ご
ろ
の
訓
練
成
果

を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
ア
ス
モ
周
辺
及
び
役
場
の
サ
イ

レ
ン
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
火
災

と
間
違
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
放
水
も
行
い
ま
す
の
で

洗
濯
物
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

消
防
署
小
国
分
署

（
☎
62
‐
２
１
５
４
）
へ
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今月の納税
　�　６月の税金等の口座振替
は、次のとおりです。振替日
の前日まで、指定の口座に入
金してください。

● ６ 月 2 6 日 ㈪　水道料��
● ６ 月 3 0 日 ㈮　
　町県民税、介護保険料、下水道
料、簡易水道料、住宅使用料、保
育料、児童福祉使用料

■問合先
　町民税務課税政管理室
　（62－2403）へ

２０１７．6

１．各健診の日程等
　■４カ月児健診
　・期　　日　６月23日㈮
　・受付時間　13：10～13：20
　・対　　象　平成29年２月生まれ
　■１歳児健診
　・期　　日　６月23日㈮　　
　 ・受付時間　13：00～13：10
　・対　　象　平成28年６月生まれ
　■１歳６カ月児健診
　・期　　日　６月９日㈮　　
　 ・受付時間　12：30～13：00
　・対　　象　平成27年10月、11月、
　　　　　　　12月生まれ
２．場　所　健康管理センター
３．その他
　　母子健康手帳を持参ください。
４．問合先　健康管理センター
　　　　　　（61－1000）へ

６月の
保健カレンダー

＊子育て支援センターから＊

※先月号掲載分以降に新規で登録された求人を掲載しています。
※町ホームページに求人情報を掲載しています。

　右の表は５月19日 現 在 でハロー
ワークへ登録された求人のうち、小国町
をおもな就業先としている求人情報で
す。既に雇用が確定している場合もあり
ますので、ご了承ください。
　求人情報の詳細については、ハローワー
ク長井（☎84－8609）へ。

広場名称 曜日 時間 申込

なかよし広場 月～金
９：30～11：30・13：00～15：30

（水・金は午後のみ）
６月１・23日午後はお休みします

不要

子育て講座
６月１日「食育雑穀料理教室」・健康管理センター 必要
６月８日「歯科健康教室」・子育て支援センター 不要
６月15日「ヨガ」・おぐに開発総合センター 必要

■対象者　なかよし広場・子育て講座　就学前のお子さんとお家のかた
■その他　平日はいつでも子育て相談に応じています。また、白

百合保育園（水曜午前）、すみれ保育園（金曜午前）でも同様の
場所を設けています。詳細は各保育園にお問い合わせください。

■問合先　子育て支援センター（おぐに保育園内 ☎62ー2330）・
　白百合保育園（☎62－2436）・すみれ保育園（☎62－5284）

■６月の広場日程　

事　業　所　名 職　種 求人数 勤　務　時　間

㈲小国技研 ボーリング洗浄工及び作業管理補助 1 人 8：00 ～ 17：00
遠藤建設㈱ 重機オペレーター 1 人 8：00 ～ 17：00
カインドネス㈲  おぐに調剤薬局 医療事務 1 人 8：30 ～ 17：30 他
山和建設㈱ 事務員 1 人 8：00 ～ 17：00
日本重化学工業㈱小国事業所 電子材料の製造スタッフ 15 人 8：15 ～ 17：15 他

おぐに白い森㈱
応接員 2 人 7：00 ～ 19：00 他
調理補助員 1 人 7：00 ～ 19：00 他

㈱横川建設

事務員 1 人

8：00 ～ 17：00

重機オペレーター見習い 2 人
自動車整備工 1 人
作業員 2 人
現場管理 (1 級または 2 級土木施工管理技士 ) 1 人
営業（見習い可） 1 人
配送運転手 1 人

安部工業㈱
現場監督員 2 人

8：00 ～ 17：00運転手 2 人
型枠大工 1 人

㈱山芳工務店
電気設備工（見習い） 3 人

9：00 ～ 18：00
電気設備工 3 人

社会福祉法人  小国福祉会 介護員 1 人 6：30 ～ 15：30 他

玉川開発㈱
土木施工管理技士 2 人

8：00 ～ 17：00
一般作業員 4 人

クアーズテックマシナリ㈱ 技能職（電気工） 1 人 8：20 ～ 17：10
長谷川工業㈱ NC 旋盤オペレーター 2 人 8：30 ～ 17：00

㈲コンビニステーション  オレンジ 販売【急募】 2 人 10：00~14：00 の間
の 4 時間（程度）

美森ファーム㈱ 販売員 1 人 8：00 ～ 17：00 他

休日当番担当歯科医のお知らせ
６月４日㈰ 白鷹　佐藤歯科医院 0238－85－2422
６月11日㈰ 川西　長十歯科医院 0238－42－5152
６月18日㈰ 米沢　伊藤歯科医院 0238－23－1538
６月25日㈰ 南陽　板垣歯科クリニック 0238－50－3348
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相　談

▽行政相談
■日　時　６月24日㈯
　　　　　10：00～12：00
■場　所　役場
■対応者　行政相談委員　齋藤恒助氏
■問合先　�町民税務課町民生活担当へ

　高齢者の心身の健康づくりや交流
の場として、楽しく学習できる講座
を開催します。
■日程
　①�６月22日㈭「交通安全」
　②�７月13日㈭「笑い」
　③�９月�７日㈭「心と健康」
　④10月19日㈭「生きがい」
■時間
　10：00～11：30（受付９：30～）
■場所
　①おぐに開発総合センター集会室
　②③④小国町老人福祉センター「あおば」
■申込・問合先
　小国町社会福祉協議会
　（☎62－2825）へ

住宅リフォーム
総合支援事業費補助金

の申請受付を開始します（二次募集）

　住宅リフォーム工事に対し、対象
工事費の20％等を助成する住宅リ
フォーム総合支援事業費補助金につ
いて、二次募集として申請受け付け
を開始します。
　なお、予算の範囲を超えた時点で
受付終了となりますのでご了承くだ
さい。
■受付開始日　６月19日㈪
■問合先　地域整備課建設管理室
　　　　　（62－2431）へ

白い森仙人講座

平成29年度
狩猟免許（初心者）講習会・普及セミナー

　これから新たに狩猟を希望するかたに、狩猟免
許試験の事前講習会を開催します。ただいま受講
者を募集しています。
■日　　時　７月22日㈯９：00～16：30
■場　　所　南陽市　赤湯公民館（えくぼプラザ）
■受　講　料　5,000円（テキスト代を含む）
■申込方法　一般社団法人山形県猟友会または猟友会
各地区支部に受講料を添えて申し込んでください。

■申込期限　７月14日㈮
■そ　の　他　置賜のほか庄内・村山会場でも予定
しています。

【狩猟免許講習会】

■日　時　７月１日㈯10：00～
■場　所　赤湯クレー射撃場（南陽市新田字銀山5－2）
■内　容　若手ハンターの講話、射撃見学、ジビ
エ試食など

■参加費　無料

【狩猟普及セミナー】

■問合先　一般社団法人山形県猟友会
　　　　　（☎023－624－0382）へ

小国中学校創立70周年記念講演会

■期　日　６月26日㈪
■時　間　14：20～15：30
■場　所　小国中学校体育館
■講　師　山遊亭金太郎師匠
■問合先　小国町立小国中学校（☎62－2051）へ

小国小子ども見守り隊の募集
～低学年下校時の付き添いをお願いします～
　小国小学校運営協議会では、「小国小子ども見守
り隊」を募集し、登下校時の安全確保に努めます。
■時　　間　低学年の下校（通常14：20～15：30）
■内　　容　徒歩児童の小学校から住居付近まで
の付き添い

■申込期限　６月15日㈭
■その他　詳細は、小国小ホームページをご覧く
ださい。

■申込・問合先
　小国小学校教頭　村田（☎62－2018）へ

　町民の皆さんも、ぜひご入場ください。
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●総合センター（教育委員会事務局） ☎62－2141　●健康管理センター（健康福祉課） ☎61－1000
●子育て支援センター ☎62－2330　●町民体育館 ☎62－5421　●あいべ  ☎62－5808　●小玉川振興事務所  ☎64－2008　
●町立病院 ☎61－1111　●老人保健施設 ☎61－1200　●訪問看護ステーション  ☎61－1002
●斎場夜間受付（17:00～21:00） ☎023－645－3077
●ホームページアドレス http://www.town.oguni.yamagata.jp　●癒しの園ホームページアドレス　http://www.ogunibyoin.jp/



■日　時　６月24日㈯�10：00～
■対象者　どなたでも
■持ち物　室内シューズ、飲み物等
■参加費　１人100円（保険料込）
■申込締切　６月22日㈭

あいべイベント６月の

■日　時　６月17日㈯　９：30～15：00頃
■集　合　飯豊山荘前　９：30集合
■定　員　先着20名
■参加費　大人300円、中学生以下200円
　　　　　（保険代込）
■持ち物　帽子、雨具、飲み物、お弁当、双眼鏡など
■申込締切　６月９日㈮

～ブナの森いきもの探検隊～

戸籍のまど戸籍のまど

小 嶋
下 林
輕 部
川 上
安 部
伊 藤
渡 部
齋 藤
奥 山
井 上
井 上

町 原
増 岡
岩 井 沢
舟 渡
長 沢
五 味 沢
岩 井 沢
石 滝
小国小坂町
綱木箱口
あけぼの

タ イ
シ ホ
庄 吉
す 　
フ ヂ 子
キ ン 子
達 夫
は ま
ト メ ヲ
増 子

良

（87）
（89）
（91）
（94）
（89）
（89）
（90）
（89）
（95）
（75）
（83）

誕生おめでとうございます。

おくやみ申し上げます。

人口のうごき（平成29年４月30日現在）

人口　男・・・3,896 人 （＋   3）
　　　女・・・3,982 人 （－ 12） 
　　　計・・・7,878 人 （－   9）
世帯数　　    3,096 世帯  （＋  23） 

（ ４ 月 届 出 分 ）

※この欄に掲載を希望しないかたは、届出の際に
お申し出ください。

西 野
の の か

乃花大 谷 健 人
ル ミ（

　

山
の
新
緑
が
ま
ぶ
し
い

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
と

て
も
過
ご
し
や
す
く
、
時

折
吹
く
風
が
大
変
心
地
よ

く
感
じ
ま
す
。

　

取
材
先
や
取
材
先
ま
で

の
道
の
り
で
何
気
な
く
見

て
い
る
小
国
の
景
色
。
県
外
の

か
た
が
道
路
脇
に
車
を
止
め
て

写
真
を
撮
る
姿
を
見
る
と
、
素

晴
ら
し
い
土
地
で
生
活
を
し
て

い
る
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
ま

す
。
皆
さ
ん
も
小
国
の
景
色
を

写
真
に
収
め
て
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
旬
の
一
枚
」
に
投
稿
し

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
た

く
さ
ん
の
応
募
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
斎
藤
）

編集後記

■日　時　６月18日㈰８：00出発
■集　合　町民総合体育館
■対象者　石段トレッキングに自信があるかた
■定　員　21人（先着）
■参加費　会員3,000円、会員外4,000円
■持ち物　運動シューズ、入浴道具、飲み物等
■申込締切　６月15日㈭

■申込・問合先
　　　（☎62－5808）

■ 申込・問合先　NPO法人ここ掘れ和ん話ん探検隊
　　　　　　　　　（☎６２－５９５５）へ

～越後米沢街道・十三峠トレッキング～
■日　時　６月24日㈯　８：30～17：00
■コース　才の峠～桜峠～黒沢峠～貝淵峠
■集　合　旧白沼小中学校　８：30集合
■定　員　先着20名
■参加費　1,500円（保険代込）
■持ち物　帽子、雨具、手袋、飲み物、お弁当など
■申込締切　６月16日㈮

結婚おめでとうございます。

玉川中里
埼 玉 県

大 地
康 名（ 舟 山

浅 見

小国小坂町
伊 佐 領

天 臣
弘 美（ 平 嶋

髙 橋
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●小国町役場　☎62－2111㈹fax62－5464
●行政管理室・情報危機管理室　☎62－2112　●企画財政室・移住定住促進室　☎62－2264
●住民窓口担当・町民生活担当　☎62－2260　●国保医療担当　☎62－2261　●税政管理室　☎62－2403　
●商工観光室・白い森ブランド戦略室　☎62－2416　●農 林 振 興 室　☎62－2408　●会　計　室　☎62－2406
●建設管理室　☎62－2431　●建設技術室　☎62－2432　●議会事務局　☎62－2448
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本
町
に
は
観
光
わ
ら
び
園
が
９

カ
所
あ
り
、
観
光
わ
ら
び
園
と
し

て
登
録
し
て
い
な
い
園
が
15
カ
所

あ
り
ま
す
。
５
月
中
旬
か
ら
７
月

上
旬
に
は
、
県
内
外
か
ら
多
く
の

か
た
が
ワ
ラ
ビ
を
求
め
て
来
町
し

ま
す
。

　

全
国
に
広
が
る
観
光
わ
ら
び
園

の
発
祥
地
は
本
町
の
「
樽
口
観
光

わ
ら
び
園
」
で
す
。
昭
和
50
年
に

オ
ー
プ
ン
し
た
も
の
で
、
42
年
目

を
迎
え
た
今
年
は
５
月
21
日
に
開

園
し
ま
し
た
。
42
年
前
、
わ
ら
び

園
に
最
初
に
取
り
組
ん
だ
渡
邊
正

義
さ
ん
。
20
代
だ
っ
た
当
時
の
こ

と
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。「
開
園
以
前
は
、
町
外
の
人
が

私
有
地
か
ら
断
る
こ
と
も
な
く
山

菜
を
採
っ
て
い
く
の
を
見
て
、
山

を
管
理
す
れ
ば
そ
れ
も
減
り
、
お

金
に
変
え
ら
れ
る
の
で
は
と
考
え
、

最
初
は
母
と
２
人
で
５
町
歩
の
農

耕
用
萱
狩
場
を
刈
り
払
い
、
肥
料

を
ま
い
た
。
す
る
と
ス
ス
キ
は
な

く
な
り
、
ワ
ラ
ビ
が
た
く
さ
ん
芽

を
出
し
た
。
１
年
目
は
知
り
合
い

に
頼
ん
で
62
人
に
山
に
入
っ
て
も

ら
い
、
ど
れ
く
ら
い
採
れ
る
か
、

ど
ん
な
料
金
が
い
い
か
を
考
え

た
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
ら
の
財
産
を
守
る
と
い
う
こ

と
に
誇
り
を
持
ち
な
が
ら
、
当
時

の
山
村
で
は
避
け
ら
れ
て
い
た
他

人
を
山
に
入
れ
、
入
園
料
の
ほ
か

に
地
元
の
産
物
販
売
も
始
め
た
そ

う
で
す
。

　
「
今
、
わ
ら
び
園
の
開
園
は
春
一

番
の
お
祭
り
的
存
在
。
昔
は
大
黒

舞
や
カ
ラ
オ
ケ
大
会
な
ど
来
園
客

を
楽
し
ま
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

自
分
た
ち
も
楽
し
ん
で
い
た
。」
と

い
う
正
義
さ
ん
。

　

賑
わ
い
の
創
出
と
経
済
的
効
果

は
、
わ
ら
び
園
開
園
に
反
対
し
て

観
光
わ
ら
び
園

シ
リ
ー
ズ

そ
の
②

地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
は

い
た
人
々
の
心
も
変
え
た
。

　

人
々
に
と
っ
て
ワ
ラ
ビ
は
山
菜

の
中
で
最
も
身
近
な
も
の
で
あ
り
、

全
国
の
至
る
所
で
採
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
画
期
的
に
品
種
改
良
を

し
て
、
そ
の
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
品

と
名
を
あ
げ
る
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
小
国
、
樽

口
発
祥
の
観
光
わ
ら
び
園
の
取
り

組
み
は
、
そ
の
地
域
の
自
然
環
境

と
そ
の
自
然
に
関
わ
る
人
々
の
技

術
、
集
落
の
連
携
と
誇
り
を
最
大

限
に
生
か
し
た
も
の
で
、
こ
の
総

体
を
「
小
国
ブ
ラ
ン
ド
」
と
言
え

ま
す
。

新潟大学の学生も樽口地区の各作業に参加

観光わらび園発祥の地「樽口観光わらび園」

広報おぐに　2017.6
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